
第 19 回 津波予測技術に関する勉強会

議 事 次 第

日 時：令和４年２月１４日（月）

13 時 30 分～16 時 30 分

場 所：ウェブ会議

１．開 会

２．議 題

１．本勉強会での検討課題について

２．今般の噴火での気象庁の対応について

３．今般の噴火で観測された気圧、潮位の変化について

４．様々な現象に伴う潮位変化について

５．火山噴火に伴う空振、津波について

６．今般の噴火に関する調査結果について

７．今回の議論のまとめ

３．閉 会

（配布資料）

資料１ フンガ・トンガ-フンガ・ハアパイ火山の噴火による潮位変化を受けた検討課題について

資料２ フンガ・トンガ-フンガ・ハアパイ火山の噴火時における気象庁の対応、今後の当面の対

応について

資料３－１ フンガ・トンガ-フンガ・ハアパイ火山の噴火で観測された気圧、潮位変化について

資料３－２ 防災科学技術研究所海底観測網に見られるトンガ火山噴火に伴う水圧変動（鈴木委員

提供資料）

資料４－１ 気象現象に伴う潮位変化について（高野委員提供資料）

資料４－２ 「火山性津波」の様々な波源メカニズム（林委員提供資料）

資料４－３ 気圧波と海洋波との共鳴的カップリングのメカニズム（日比谷委員提供資料）

資料５－１ 火山噴火と圧力波の関係について（市原委員提供資料）

資料５－２ 1883 クラカタウ火山噴火津波（東京大学地震研究所 綿田准教授提供資料）

資料６－１ 潮位変化の再現実験について（高野委員提供資料）

資料６－２ 2022 年トンガ噴火による津波の解析（谷岡委員提供資料）

資料６－３ フンガ・トンガ–フンガ・ハアパイ火山の大規模噴火に伴う海面変動について（髙川

委員提供資料）

資料６－４ トンガ噴火で発生した空振の伝播と海面変動の増幅（田中委員提供資料）

資料６－５ 2022 年トンガ火山噴火による津波の発生（齊藤委員提供資料）

資料６－６ 2022 年 1 月 15 日トンガ噴火に伴う津波のシミュレーション（佐竹委員提供資料）
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日比谷 紀之 東京大学 大学院理学系研究科 地球惑星科学専攻 教授

前野 深 東京大学 地震研究所 准教授


